
君の夢、はばたけ今、ながさきから
2014年長崎国体・スローガン

　

実
り
の
秋
、
読
書
の
秋
、
芸
術
の
秋
、
食

欲
の
秋
、
ス
ポ
ー
ツ
の
秋
、
皆
様
は
そ
れ
ぞ

れ
の
秋
を
健
や
か
に
お
過
ご
し
の
こ
と
と
お

喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

県
議
会
は
９
月
定
例
月
議
会
を
終
了
し
、

休
む
間
も
な
く
平
成
24
年
度
の
決
算
審
査

特
別
委
員
会
の
開
催
中
で
す
。

　

各
会
派
に
よ
る
決
算
総
括
質
疑
の
後
、

各
分
科
会
で
事
業
仕
分
け
に
よ
る
審
査
を

行
い
、
そ
の
後
、
７
，５
０
０
億
円
に
わ
た

る
一
般
会
計
決
算
他
特
別
会
計
決
算
等
、

県
民
の
皆
様
に
ご
負
担
頂
い
た
税
が
適
正

に
使
わ
れ
て
い
る
か
決
算
審
査
を
行
っ
て

い
ま
す
。
決
算
審
査
の
結
果
は
、
次
年
度

以
降
の
予
算
編
成
に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と

に
な
り
ま
す
。

　　

さ
て
、今
年
の
東
京
国
体
を
終
え
、長
崎
が

ん
ば
ら
ん
ば
国
体
・
が
ん
ば
ら

ん
ば
大
会
ま
で
１
年
を
き
り
、

県
お
よ
び
開
催
自
治
体
は
準
備

活
動
に
余
念
が
な
い
状
況
で
す
。

　

今
年
の
第
68
回
東
京
国
体
に

お
い
て
長
崎
県
は
総
合
10
位
と

い
う
結
果
で
あ
り
、
目
標
と
し

て
い
た
総
合
10
位
台
を
達
成
い

た
し
ま
し
た
。
陸
上
、
３
段
跳

び
、相
撲
、ウ
エ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ

ン
グ
な
ど
、
見
事
に
優
勝
を
勝

ち
取
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
私
が
関
係
す
る
カ

ヌ
ー
競
技
に
お
い
て
は
、５
種
目

の
入
賞
を
果
た
し
水
元
選
手
、

森
選
手
が
２
位
に
入
賞
し
ま
し

た
。
国
体
入
賞
を
連
続
し
て
果

た
し
て
い
る
西
選
手
は
43
枚
目

の
賞
状
を
獲
得
し
ま
し
た
。
合

わ
せ
て
教
え
子
た
ち
高
校
生
の

頑
張
り
が
称
え
ら
れ
ま
す
。

　

各
競
技
団
体
は
課
題
が
明
確

に
な
り
、
長
崎
国
体
に
向
け
最
後
の
強
化

に
取
り
組
む
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

そ
う
い
う
中
、
諫
早
出
身
の
内
村
航
平

選
手
は
世
界
体
操
選
手
権
個
人
総
合
４
連

覇
と
い
う
前
人
未
到
の
偉
業
を
達
成
し
て

く
れ
ま
し
た
。

　

ロ
ン
ド
ン
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
含
め
る
と

５
年
間
に
わ
た
り
世
界
一
を
連
続
し
て
維

持
し
、
強
さ
と
美
し
さ
を
存
分
に
発
揮
し

て
く
れ
て
い
ま
す
。
７
年
後
の
東
京
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
に
も
期
待
が
か
か
り
ま
す
。

　

世
界
遺
産
登
録
に
つ
い
て
は
、「
長
崎
の

教
会
群
と
キ
リ
ス
ト
教
関
連
遺
産
」に
つ
い

て
平
成
27
年
登
録
を
目
指
し
て
い
ま
し
た

が
、
国
は
今
年
度
、「
明
治
日

本
の
産
業
革
命
遺
産
」を
ユ
ネ

ス
コ
へ
の
推
薦
資
産
と
し
て

決
定
し
ま
し
た
。

　
県
内
に
第
３
ド
ッ
ク
や
ジ
ャ

イ
ア
ン
ト
カ
ン
チ
レ
バ
ー
ク

レ
ー
ン
な
ど
、
三
菱
重
工
の

稼
働
資
産
や
端
島（
軍
艦
島
）

な
ど
８
資
産
が
あ
り
、
財
政

負
担
な
ど
の
詰
め
を
行
う
等

こ
れ
か
ら
具
体
的
な
準
備
作

業
に
入
り
ま
す
。
県
民
皆
様

の
ご
支
援
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

諫
早
大
水
害
か
ら
56
年
。
万
灯
川
ま
つ
り
で
追
悼

長
崎
県
議
会
議
員
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長
崎
が
ん
ば
ら
ん
ば
国
体
・

が
ん
ば
ら
ん
ば
大
会
ま
で
１
年
！

国
へ
の
意
見
書
提
出
見
送
り
？

『「
明
治
日
本
の
産
業
革
命
遺
産
」
は
８

県
11
市
に
わ
た
る
28
資
産
で
構
成
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
長
崎
県
に
は
そ
の
う
ち
８
資
産
が

あ
り
ま
す
。
今
後
順
調
に
進
め
ば
、
平
成
27

年
に
は
長
崎
県
に
初
め
て
世
界
遺
産
が
誕
生

す
る
こ
と
に
な
り
、
県
民
の
期
待
が
大
い
に

高
ま
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

一
方
、
本
県
の
構
成
資
産
に
は
、
企
業
が

所
有
し
産
業
活
動
に
供
し
て
い
る
稼
働
資
産

や
日
々
風
化
が
進
ん
で
い
る
長
崎
市
所
有
の

端
島
（
軍
艦
島
）
が
あ
り
、
資
産
の
保
全
や

財
政
負
担
と
い
う
早
急
に
解
決
す
べ
き
課
題

を
抱
え
て
い
ま
す
。

よ
っ
て
国
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
こ
れ
ら

の
問
題
の
解
決
も
含
め
、「
明
治
日
本
の
産

業
革
命
遺
産
」
の
平
成
27
年
登
録
に
向
け

て
責
任
を
も
っ
て
取
り
組
ん
で
い
た
だ
く
よ

う
、
強
く
要
望
し
ま
す
。』

右
記
意
見
書
を
国
に
提
出
す
る
よ
う
に

議
運
に
諮
ら
れ
た
が
、
他
会
派
の
一
部
に
反

対
が
あ
り
見
送
り
と
な
っ
た
。
何
か
不
思
議

な
光
景
を
見
た
（
議
運
長
も
同
会
派
）。
県

民
・
議
会
一
体
と
な
っ
て
取
り
組
む
べ
き
も

の
だ
と
判
断
し
て
い
る
が
。
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コ

ラ

ム

江

戸

町

髙田祐樹

日
本
版
Ｅ
Ｍ
Ｅ
Ｃ
・
実
証
フ
ィ
ー
ル
ド

の
状
況
に
つ
い
て

【
質
問
】
日
本
版
Ｅ
Ｍ
Ｅ
Ｃ
を
本
県
に
誘
致
す
る

た
め
、
国
へ
の
提
案
に
当
た
り
、
実
証
フ
ィ
ー

ル
ド
の
候
補
地
と
し
て
、
五
島
市
の
海
域
と
西

海
市
・
新
上
五
島
町
の
共
同
提
案
の
海
域
を
選

定
し
て
い
る
が
、
選
定
理
由
と
そ
れ
ぞ
れ
の
海

域
の
発
電
方
式
は
何
か

【
グ
リ
ー
ン
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル
推
進
室
長
】

長
崎
市
、
平
戸
市
、
五
島
市
、
西
海
市
と
新

上
五
島
町
の
４
市
１
町
か
ら
提
案
が
あ
っ
た

が
、
有
識
者
会
議
に
お
い
て
は
国
へ
の
公
募
の

条
件
と
さ
れ
て
い
る
地
元
調
整
が
進
ん
で
い
る

と
い
う
理
由
か
ら
、
一
番
評
価
の
高
か
っ
た
五

島
市
の
海
域
と
、
小
規
模
試
験
機
の
実
証
試
験

の
需
要
が
見
込
ま
れ
、
実
証
サ
イ
ト
に
ふ
さ
わ

し
い
と
の
観
点
か
ら
、
西
海
市
と
新
上
五
島
町

の
共
同
提
案
の
海
域
の
２
つ
を
選
定
し
た
。

五
島
市
の
海
域
は
浮
体
式
洋
上
風
力
発
電
と

潮
流
発
電
、
西
海
市
と
新
上
五
島
町
の
海
域
は

潮
流
発
電
と
な
っ
て
い
る
。

農
水
産
物
の
輸
出
流
通
対
策
を

拡
充
せ
よ
！

【
質
問
】
他
県
で
は
流
通
業
界
と
連
携
し
、
短
時

間
で
海
外
の
顧
客
に
農
産
物
を
届
け
る
な
ど
輸

出
対
策
を
進
め
て
い
る
が
、
本
県
の
輸
出
対
策

と
し
て
、
ど
の
様
な
考
え
を
持
っ
て
い
る

の
か
。

【
農
産
加
工
・
流
通
室
長
】
本
県
の
輸
出
対

策
と
し
て
は
、
輸
出
市
場
と
し
て
の
可
能

性
が
高
い
と
見
込
ま
れ
る
香
港
・
マ
カ
オ

な
ど
で
調
査
を
行
う
こ
と
と
し
て
お
り
、

そ
の
結
果
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
輸
出
方
法

を
含
め
生
産
者
の
意
向
も
確
認
し
、
行
政
、

農
協
関
係
団
体
、
生
産
者
団
体
、
流
通
関

係
団
体
等
で
構
成
す
る
輸
出
研
究
会
に
お

い
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

高
校
生
の
就
職
動
向
に
つ
い
て

【
質
問
】
今
春
の
高
校
卒
業
生
は
41
・
９
％

が
進
学
で
、
29
・
６
％
が
就
職
し
て
い
る

が
、
就
職
者
の
総
数
が
４，
１
６
６
人
で
、

県
内
が
59
・
３
％
の
２，
４
７
０
人
、
県

外
が
41
・
７
％
で
１，
６
９
６
人
と
な
っ

て
い
る
。

平
成
26
年
３
月
の
高
校
３
年
生
の
就
職

希
望
状
況
と
企
業
の
求
人
見
込
み
に
つ
い

て
、
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

【
産
業
労
働
部
次
長
兼
雇
用
労
政
課
長
】

就
職
希
望
者
３，
６
７
５
名
の
う
ち
、
県

内
が
１，
７
０
５
名
、
県
外
が
１，
３
８
７

名
で
、
ま
だ
就
職
希
望
を
決
め
て
い
な
い

未
定
者
が
５
８
３
名
と
い
う
こ
と
で
、
県

内
・
県
外
比
で
は
、県
内
の
方
に
46
・
４
％

の
就
職
希
望
が
あ
っ
て
い
る
状
況
。

求
人
は
、
７
月
末
時
点
で
１，
４
８
４
名

分
が
出
て
い
る
。

【
意
見
】「
県
内
の
就
職
を
希
望
し
て
い
る
が

求
人
が
少
な
い
の
で
困
っ
て
い
る
」
と
県
内

就
職
希
望
の
高
校
生
や
親
御
さ
ん
の
話
を
聞

く
こ
と
が
多
い
。
県
内
就
職
の
間
口
を
広
げ

る
よ
う
に
サ
ポ
ー
ト
を
お
願
い
し
た
い
。

農農
水水
経経
済済
委委
員員
会会
報報
告告

農
水
経
済
委
員
会
で
、
農
業
、
水
産
業
、
経
済
、

雇
用
、
労
働
な
ど
諸
課
題
に
つ
い
て
県
担
当
部
と

多
く
の
質
疑
を
交
わ
し
ま
し
た
の
で
、
そ
の
主
な

も
の
に
つ
い
て
概
略
報
告
い
た
し
ま
す
。

１.

語
ろ
う
で
県
議
会
（
県
議
会
報
告
会
）

(1)
新
上
五
島
町
会
場

①
日
　
　
時
…
８
月
24
日（
土
）19
時
〜
21
時
30
分

②
場
　
　
所
…
石
油
備
蓄
記
念
会
館

③
一
般
参
加
者
…
１
０
２
名

④
主
な
質
疑
、
意
見
交
換

h

い
じ
め
と
体
罰
に
対
す
る
県
の
対
応
に
つ
い
て

h

地
場
産
品
の
輸
送
コ
ス
ト
助
成
対
象
の
品
目

拡
大
に
つ
い
て

h

遠
距
離
病
院
や
緊
急
、
及
び
悪
天
時
に
お
け

る
透
析
患
者
へ
の
サ
ポ
ー
ト
に
つ
い
て

h

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て

(2)
佐
世
保
会
場

①
日
　
　
時
…
８
月
25
日（
日
）
14
時
〜
16
時

②
場
　
　
所
…
ア
ル
カ
ス
佐
世
保

③
一
般
参
加
者
…
65
名

④
主
な
質
疑
、
意
見
交
換

h

子
ど
も
会
に
対
す
る
対
策
に
つ
い
て

h

石
木
ダ
ム
に
つ
い
て

h

佐
世
保
へ
の
フ
リ
ー
ゲ
ー
ジ
乗
り
入
れ
に
つ

い
て

h

Ｐ
Ｍ
2.5
対
策
に
つ
い
て

２.

キ
ッ
ズ
ペ
ー
ジ
開
設

県
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
キ
ッ
ズ
ペ
ー
ジ
（
子
ど

も
向
け
ペ
ー
ジ
）
を
開
設
い
た
し
ま
し
た
。

３.
県
議
会
、常
任
委
員
会
を
ユ
ー
ス
ト
リ
ー
ム

で
配
信
開
始
し
ま
す

11
月
議
会
の
常
任
委
員
会
か
ら
本
格
生
中
継
を
い

た
し
ま
す
。

４.

新
聞
広
報
に
よ
る
議
会
だ
よ
り

９
月
定
例
月
議
会
の
新
聞
広
報
は
11
月
２
日
の
朝

刊
（
長
崎
、
西
日
本
、
朝
日
）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

広広
聴聴
広広
報報
協協
議議
会会
報報
告告



３
２
８
年
の
歴
史
と
伝
統
を
誇
る

喜
々
津
ペ
ー
ロ
ン
大
会
表
彰
式

森
林
・
林
業
・
林
産
業
活
性
化

九
州
大
会

盛
り
上
が
る
諫
早
の
ん
の
こ
祭
り

労
福
協
ス
ポ
ー
ツ
大
会
開
会
式
で
挨
拶

活動スナップ

一般会計補正予算
42億1,100万円を可決！

追加総合対策
239億39百万円を可決！

９月定例月議会報告
県
議
会
９
月
定
例
月
議
会
は
９
月
５

日
か
ら
10
月
11
日
ま
で
開
催
し
、
総
額

77
億
４，
９
０
０
万
円
の
本
年
度
一
般

会
計
補
正
予
算
案
な
ど
15
議
案
を
可
決
、

同
意
致
し
ま
し
た
。
私
は
一
般
質
問
に

登
壇
し
、
世
界
遺
産
、
体
罰
、
学
力
テ

ス
ト
、
県
立
総
合
運
動
公
園
陸
上
競
技

場
の
駐
車
場
設
置
、
合
併
算
定
替
え
、

障
害
者
雇
用
、
農
産
物
輸
出
拡
大
な
ど

急
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
県
の
課
題
に

つ
い
て
質
疑
を
交
わ
し
ま
し
た
。

ま
た
『
諫
早
湾
干
拓
事
業
潮
受
堤
防

排
水
門
の
開
門
に
向
け
た
事
前
対
策
工

事
着
手
に
抗
議
す
る
意
見
書
』
に
つ
い

て
、
賛
成
の
立
場
で
討
論
に
登
壇
い
た

し
ま
し
た
。

◆
県
立
総
合
運
動
公
園
陸
上
競
技

場
に
駐
車
場
増
設
を
！

【
質
問
】
国
体
は
臨
時
駐
車
場
で
対
処
す
る
こ

と
に
な
る
が
、
２
万
人
収
容
の
陸
上
競
技

場
で
あ
り
、
３，
０
０
０
台
を
収
容
す
る
駐

車
場
を
恒
久
的
に
確
保
す
る
必
要
が
あ
る
。

対
策
は
。

【
土
木
部
長
】
今
年
３
月
か
ら
Ｊ
リ
ー
グ
の

試
合
を
開
催
す
る
中
で
、
公
園
内
に
駐
車

場
を
求
め
る
声
も
あ
り
、
更
に
、
Ｖ
・
フ

ァ
ー
レ
ン
長
崎
が
Ｊ
１
に
昇
格
す
る
可
能

性
が
あ
る
こ
と
な
ど
、
今
後
、
観
客
が
増

え
る
こ
と
が
予
測
さ
れ
る
。

こ
の
た
め
、
駐
車
場
の
増
設
は
必
要
と

考
え
て
お
り
、
諫
早
市
と
も
協
議
を
進
め

て
い
る
。

◆
み
か
ん
の
輸
出
を

積
極
的
に
拡
大
し
よ
う
！

【
質
問
】
県
の
主
要
農
作
物
で
あ
る
み
か
ん
の

輸
出
を
促
進
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
販

路
の
開
拓
を
含
め
て
、
輸
出
拡
大
戦
略
は
。

【
農
林
部
長
】
こ
れ
ま
で
カ
ナ
ダ
に
対
し
て
行

わ
れ
、
本
県
産
は
昨
年
度
11
ト
ン
の
輸
出
実

績
が
あ
る
。

本
県
産
み
か
ん
は
全
国
５
位
の
生
産
量
が

あ
り
、
高
い
生
産
技
術
と
優
良
品
種
の
導
入

で
国
内
市
場
か
ら
高
い
評
価
を
得
て
お
り
輸

出
の
可
能
性
は
高
い
。
今
後
は
カ
ナ
ダ
よ
り

高
単
価
で
取
引
が
さ
れ
て
い
る
台
湾
、
香
港

な
ど
に
つ
い
て
具
体
的
な
検
討
を
行
う
。

◆
体
罰
の
根
絶
に
つ
い
て

【
質
問
】
体
罰
が
社
会
問
題
化
し
て
い
る
。
日

本
は
学
校
教
育
法
で
「
校
長
及
び
教
員
は
、

教
育
上
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、

文
部
科
学
大
臣
の
認
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、

学
生
生
徒
及
び
児
童
に
懲
戒
を
加
え
る
こ

と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
体
罰
は
く
わ
え

る
こ
と
は
で
き
な
い
」
と
定
め
て
い
る
。

体
罰
を
な
く
し
、
か
つ
、
子
ど
も
達
の

健
全
育
成
を
図
る
た
め
に
、
長
崎
県
と
し

て
ど
の
よ
う
に
臨
も
う
と
し
て
い
る
の
か
。

【
教
育
長
】
体
罰
根
絶
を
当
面
す
る
最
重
要

課
題
の
一
つ
と
捉
え
て
い
る
。
作
成
し
た

体
罰
根
絶
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
全
教
職
員

に
配
布
す
る
と
と
も
に
、
各
学
校
の
管
理

職
員
に
対
し
て
研
修
を
行
っ
た
。

校
長
の
強
い
リ
ー
ダ
シ
ッ
プ
の
も
と
、

体
罰
防
止
の
更
な
る
徹
底
を
指
示
し
た
。

◆
全
国
学
力
テ
ス
ト
の
結
果
を

ど
う
受
け
止
め
て
い
る
の
か

【
質
問
】
今
年
の
４
月
、
全
国
の
小
学
６
年
生
、

中
学
３
年
生
を
対
象
に
実
施
し
た
全
国
学
力

テ
ス
ト
の
結
果
が
公
表
さ
れ
た
。
長
崎
県
は

小
学
校
、
中
学
校
の
全
８
科
目
で
全
国
平
均

を
下
回
っ
て
い
る
。

特
に
小
学
校
の
国
語
が
全
国
と
の
差
が
大

き
い
。
こ
の
結
果
を
ど
の
よ
う
に
受
け
止
め

て
い
る
の
か
。

【
教
育
長
】
こ
れ
ま
で
行
っ
て
き
た
様
々
な

学
力
向
上
対
策
が
結
果
に
結
び
つ
い
て
い

な
い
と
い
う
危
機
感
を
持
っ
て
い
る
。

今
後
は
、
本
年
度
、
長
崎
大
学
や
市
町
教

育
委
員
会
と
連
携
し
て
新
た
に
設
置
し
た

「
長
崎
県
学
力
向
上
委
員
会
」
を
中
心
に
、

本
県
児
童
・
生
徒
の
課
題
要
因
を
し
っ
か
り

分
析
し
て
短
期
的
な
改
善
策
を
講
じ
る
と
と

も
に
、
家
庭
に
お
け
る
自
主
的
な
学
習
の
習

慣
化
等
も
含
め
た
中
、
長
期
的
な
展
望
に
立

っ
た
総
合
的
な
学
力
向
上
策
を
推
進
す
る
。

◆
合
併
算
定
替
え
が
終
了
す
る

が
、
対
策
は

【
質
問
】
平
成
の
大
合
併
に
よ
り
長
崎
県
の
自

治
体
は
79
か
ら
21
に
減
少
し
、
現
在
に
い

た
っ
て
い
る
。

合
併
後
10
年
が
経
過
し
、
合
併
前
の
自
治

体
が
存
続
し
た
場
合
の
合
計
を
下
回
ら
な

い
地
方
交
付
税
を
交
付
す
る
特
例
措
置
と

し
て
算
定
替
え
が
あ
る
が
、
11
年
目
か
ら

５
年
間
で
増
額
分
は
段
階
的
に
ゼ
ロ
に
な

る
。
地
方
交
付
税
の
30
％
を
算
定
替
え
で

賄
っ
て
い
る
新
市
が
県
内
に
４
つ
あ
る
。

市
町
村
合
併
を
他
県
に
先
駆
け
て
積
極

的
に
取
り
組
ん
だ
本
県
と
し
て
ど
う
対
応

す
る
の
か
。

【
知
事
】
合
併
新
市
が
自
ら
血
を
流
し
て
努

力
し
て
達
成
し
た
額
で
あ
る
の
で
、
ま
だ

ま
だ
課
題
が
残
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と

か
ら
、
一
定
割
合
は
是
非
関
係
市
に
還
元

で
き
る
よ
う
に
国
に
働
き
か
け
る
。

今
後
、
ど
う
い
う
形
で
具
体
的
に
交
付
税

の
中
で
算
定
し
て
い
く
の
か
、
知
恵
を
絞
っ

て
い
く
必
要
が
あ
る
。
関
係
県
、
関
係
自
治

体
と
連
携
を
深
め
て
強
力
に
取
り
組
む
。

◆
障
害
者
雇
用
拡
大
対
策
と
し
て

企
業
誘
致
を
図
れ
！

【
質
問
】
今
年
の
４
月
よ
り
法
定
雇
用
率
の

引
き
上
げ
も
あ
り
、障
害
者
雇
用
に
対
す
る

社
会
や
企
業
等
の
理
解
は
徐
々
に
深
ま
っ

て
い
る
。障
害
者
の
就
労
は
着
実
に
進
展
し

て
い
る
が
、ま
だ
十
分
と
は
言
え
ず
、さ
ら

に
こ
の
流
れ
を
進
め
る
必
要
が
あ
る
。

隣
県
の
佐
賀
県
で
は
、
民
間
の
就
労
支
援

事
業
所
「
ア
イ
エ
ス
エ
フ
ネ
ッ
ト
ラ
イ
フ
」

の
進
出
も
あ
り
、
障
害
者
の
就
労
に
大
き
く

寄
与
し
て
い
る
。
本
県
に
誘
致
で
き
な
い
か
。

【
産
業
労
働
部
長
】
ご
案
内
の
企
業
は
、
障
害

者
の
雇
用
や
他
社
へ
の
斡
旋
、
福
祉
的
就
労

の
た
め
の
事
業
所
の
運
営
な
ど
を
全
国
的
に

展
開
し
て
い
る
。

佐
賀
県
で
は
精
神
障
害
者
の
方
を
中
心
に

約
30
名
の
受
け
入
れ
を
や
っ
て
お
り
、
デ
ー

タ
入
力
等
の
業
務
を
行
っ
て
い
る
。

県
と
し
て
は
現
地
を
訪
問
し
、
状
況
把

握
に
努
め
る
と
と
も
に
、
本
県
へ
の
進
出

に
つ
い
て
関
係
機
関
と
調
整
を
図
り
な
が

ら
取
り
組
む
。

一
般
質
問

一
般
質
問
に
登
壇
登
壇
！

一
般
質
問
に
登
壇
！

一
般
質
問
の
主
な
項
目
に
つ
い
て
ご
報
告

い
た
し
ま
す
。（
詳
細
は
山
口
は
つ
み
Ｈ
Ｐ

の
録
画
中
継
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）

☆
９
月
補
正
予
算
の
概
要

１
、
緊
急
対
策
関
連
基
金
の
う
ち
緊
急
を

要
す
る
経
費

①
環
境
保
全
対
策
事
業

…
３
億
４，
７
０
０
万
円

②
地
域
医
療
再
生
臨
時
特
例
基
金
関
連

事
業
…
…
…
…
13
億
３，
０
０
０
万
円

③
社
会
福
祉
施
設
等
耐
震
化
等
臨
時
特

例
基
金
関
連
事
業
…
…
…
…
２
億
円

④
安
心
こ
ど
も
基
金
関
連
事
業

…
６，
４
０
０
万
円

２
、
国
庫
補
助
事
業
の
内
示
等
に
伴
う
事

業
費
の
追
加
…
53
億
４，
４
０
０
万
円

★
諫
早
市
関
係
補
正
予
算
（
補
正
額
５

千
万
円
以
上
の
主
な
も
の
）

h

国
直
轄
道
路
事
業
負
担
金

国
道
57
号
、
森
山
拡
幅

…
１
億
１，
８
８
２
万
７
千
円

h

交
通
安
全
施
設
費

諫
早
飯
盛
線
（
西
小
路
〜
新
道
）

…
１
億
９，
９
５
０
万
円

h

道
路
災
害
防
除
費

国
道
２
５
１
号
、
ト
ン
ネ
ル
補
修

…
５，
５
６
５
万
円

h

橋
梁
補
修
費

国
道
２
０
７
号
、
橋
梁
補
修
９
橋

…
２
億
１，
５
２
５
万
円

３
、
そ
の
他
緊
急
を
要
す
る
経
費
（
都
市

再
生
や
世
界
遺
産
登
録
他
）

…
４，
２
０
０
万
円


